科学と社会（第12回）http://www.hagiya.org/sci/

2006.1.11　萩谷　宏

科学と科学者（現代の科学6）

“なぜ、科学を学ぶのか？”

現代の科学と科学者の社会的しくみを概観してから、アポロ計画の宇宙飛行士が受けた月面野外地質学の特訓の記録（再現ドラマ）を通して、科学の持つ普遍的価値を考えてみよう。

＃忘れずにハワイとフィジーの宣伝をしなくては。（独り言）

０．前回の特別講義について。…松井菜桜子さんの「声の科学入門」3分

１．現代の科学者（15分）

　科学者の成立　古代、中世、近代、現代

　科学者の性格の変化：有閑知識層からビジネスマンへ？

　科学ジャーナリズムというもの。科学教育のありかた

　理科離れ、科学離れとは　－社会構造の変化と歴史的背景

　大学と研究機関のしくみ

　高等教育機関の変容　大衆化した大学　（→次回へ）

　科学者の社会的責任とは（→次回へ）

　イントロ映像（「ジュラシック・パーク」（3分））

２．科学を学ぶことの価値

「人類、月に立つ(10)　－ガリレオは正しかった」視聴（50分）

　いま、君たちに『燃やすべき炎』はあるのか？見つけられるか？

（いま、教師には、火をつけるだけの力量があるのか、情熱はあるのか？）

科学者の起源と進化　　　Origin and Evolution of Scientist

職業的・専従科学者の出現（復習）

（紀元前）

ギリシャ時代、奴隷制による暇人の出現

富裕層の子弟の教育　…学校という組織、制度

図書館の整備…知の蓄積、再生産

中世　…科学の暗黒時代？　アラビア世界では輸入科学の隆盛

大学の成立　修道院などを拠点とした神学校の役割　聖職者≒知識階級

（番外編）

日本における寺院の役割、足利学校の成立

あくまでも僧職、あるいは貴族、武士の教養としての学問

寺子屋の普及、藩校

１３－１６世紀

ルネサンス期　イタリア都市国家　近代科学の成立

批判的精神の発揮、実証主義、実利主義

メディアの発達、活版印刷＝書物の低価格化、爆発的な知識の普及

１７－１９世紀

科学の成果の出版が容易、知識層の拡大、暇人の再生産

大学の発展、専業的科学者の出現

産業革命　科学と技術の強い結びつき

蒸気機関、化学工業、石炭と地質学

大航海時代…博物学の時代、博物館の役割

学会の成立　…１８世紀前半まではアマチュア主体

１９世紀後半

発明家の時代

工業技術の進歩　工業技術者の需要増加

科学的知識の一般教養化

２０世紀初頭

映像の世紀、科学の世紀

軍事技術の飛躍的進歩　国家総力戦の時代

核開発の歴史、国家政策にとりこまれる科学者

第二次大戦後

環境汚染－公害問題－地球環境問題

重大事故の発生、チェルノブイリなど

相次ぐ捏造疑惑

遺伝子工学、クローン技術　…科学者の生命倫理の問題

人は神に取って代わろうとするのか。

“ジュラシック・パーク”

・・・

これまで、どちらかというと科学技術の発達のネガティブな側面を扱ってきた。しかし、科学には夢はないのだろうか。

科学とは何か、科学に夢はないのか、という話をする上で、講師のバックグラウンドである地質学をベースと、何よりもこの作品を見てもらうのがいちばんわかりやすいだろう。

・・・

「人類、月に立つ10」

要旨

　アポロ計画後半、人類は月に到達できるか、という興味と関心は次第に薄れ、アポロの月探査は当初の冒険旅行から科学探査に重点を移しつつあった。しかし宇宙飛行士たちは優秀なパイロットではあっても、科学的な訓練は受けていなかった。そこでカリフォルニア工科大で地質学の学位を得ている宇宙飛行士のひとりであるシュミットが、母校の恩師シルバー教授をスカウトして、宇宙飛行士たちの地質学訓練を指導させる。シルバー教授（及びエジプト人科学者エル・バズ）の情熱は宇宙飛行士たちを動かし、最初は不承不承だったアポロ15号船長スコットをも地質学の虜にさせる。そしてアポロ15号で初めて試みられた月面車のミッションで、ついに月の起源を解き明かす岩石「斜長岩」の発見がなしとげられるのだった。

視聴ポイント

　「その石の持つ状況(context…文脈)が重要だ」

最初の導入：アポロ15号の月面調査中の交信－斜長岩発見シーンの先取り

猫の死体：状況がすべて。お気に入りのシェフの厨房にあったら、猫を殺した犯人は…シェフ

道端の死体と食用肉の違い、ここでは状況がすべてだ　→オロコピア山地

「地層は絵画と同じ魅力がある。…誰が勝利し、誰が敗れたのか、静寂が訪れ、再び大きな変動が襲う。すべてはこの石につながる。君たちにはまだわからない言葉で記されているのだ。」

「斜長岩」←「サン・ガブリエル山を思い出せ（斜長岩の産地、訓練で行った）」

「花こう岩」「玄武岩」「角れき岩」

------

次回予告

「大学の講義はなぜこんなにつまらないのか」

「大学はよくならないのだろうか」

「どうしたら科学が一般大衆に受け入れられるようになるのだろうか」

　さあて、どうしたらいいのでしょうか。

テレビ：素敵な宇宙船地球号：1/14日曜23:00　テレビ朝日

　　　　「東京ふしぎ水探検」

大学の教師の仕事は、機会をつくることだ。それを活かすかどうかは、学生次第である。

→ハワイ、フィジーの野外実習／研究対象との出会い、留学、etc.







